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それでこそロータリー

国際ロータリー 2500地区　危機管理委員長　湯浅　秀昭　様（旭川北ＲＣ所属）

　　　　　　　　　旭川西ロータリークラブ　皆川　岳大　様       
ゲ ス ト

「 P a s s i o n  Ta l k 」

　皆様こんにちは。毎日暑い日が続いていますが34.2℃まで気温があがることが記憶にありません。また熱中
症アラートも出るなど会員の皆様には十分に水分補給して対策していただきたいと思います。７月は母子の健
康月間です。年間、世界では５歳未満で推定590万人の子どもが命を落としています。その原因は、栄養失調、
適切な医療や衛生設備の欠如など、どれも予防が可能なものばかりです。予防可能な原因で母と子どもが命を
落とすことなどあってはならないと、私たちロータリアンとして考えます。すべての母子が質の高い医療を受
けられるよう、そして、出産で命を落とす母親がいなくなり、子どもがすくすくと成長できるように、私たち
は支援活動を行っています。改めて日本人であることに幸せを感じているところです。母子の健康を守っていけるよう研修と支援を
行うことによって、持続可能なかたちで母子の健康を促進しています。ロータリーによる活動の例としては、出産前ケアの移動クリ
ニック　ハイチはカリブ海に浮かぶ西半球の最貧国に位置づけられ、長年にわたる政情不安や、頻発する自然災害の影響を受け、基
礎的な社会基盤が整備されていません。そのため、安全な水や衛生施設の利用が限られ、保健や教育サービスが不足しています。
西半球で母子の死亡率が最も高い国。この国で、医療ボランティアと助産師が僻地に住む母と子どもに医療ケアを提供できるよう、
医療機器を搭載したジープを寄贈しました。
　産科ろう孔の治療　自宅出産を安全に行うため、ロータリー会員が300万ドルを投入して５年間の試験的プロジェクトを開始しまし
た。このプロジェクトでは、2005年以来、産科ろう孔で苦しむ女性たちの尊厳と希望を取り戻すために、当初の目標を500人上回る
1,500人の治療を行ってきました。
　北見ロータリークラブとして7月19日ポリオ根絶の周知活動を行います。多くの会員のみなさまにご参加くださいますようお願いし
ます。ロータリーは40年以上にわたり、ポリオの根絶に力を尽くしてきました。ポリオを地球上からなくすという目標は、完遂が近
づいています。私たちの活動は、1979年、フィリピンで600万人の子どもにポリオの予防接種を行ったことから始まりました。今日、
残されたポリオ常在国は、アフガニスタンとパキスタンのみです。今後も私達ロータリアンとして奉仕活動が持続可能なかたちで母
子の健康を促進していかなければならないと思います。最後に、先週の金曜日息子を札幌まで迎えに行く道中、石北峠で熊の親子に
遭遇して、走行中に前を横切り危なく、車が廃車になるところでした。皆さんもお気をつけください。本日の例会もお楽しみくださ
い。会長挨拶は以上とさせていただきます。

服部会員～北見経済センタービルの竣工、第73回全道商工会議所大会、２つの大きな事業が終了しました。残すは来週開催いたしま
す第72回北見ぼんちまつりとなりましたが、改めてご支援ご協力の程よろしくお願い申し上げます。また、８月27日には
職場移動例会として、北見経済センタービルをご覧いただきたいと存じます。 

安酸会員～先月６月21日、22日の大学祭では、学長ベーカリー無事に完売いたしました。購入してくださった方々ありがとうござい
ました。また、来月８月29日、30日の学術集会の寄付・広告にご協力いただきありがとうございます。30日の13時30分～
14時50分には無料で市民公開講座を公開しますのでお時間のある方はぜひご参加ください。    
     

１．新しいホームページが来週立ち上がる予定で、これまでの週報のバックナンバーも閲覧できるようになり
ます。

２．７月19日（土）14時より「ロータリーデー奉仕活動」が開催されます。そのため、７月16日の例会前に配布
用のティッシュとゴミ袋のセットにシールを貼る作業があります。

３．先週より会費の請求をしております。まだ納入されていない方は、忘れずにお支払いをお願いします。
４．第３回理事役員会を７月23日（水）11時30分より開催します。

本日のプログラム本日のプログラム



プログラム 「ロータリークラブ会員をハラスメントの申立から守るには…」    
国際ロータリー第2500地区　危機管理委員長　湯　浅　秀　昭　様（旭川北ＲＣ所属）
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ロータリーの定義

2025～2026年度　北見ＲＣ

2025～2026年度　北見Ｒ.Ｃ.活動方針

●会長／小林　和真　　●幹事／高橋　雄太　　●週報編集／佐々木朋志

「クラブに革新を　笑顔で紡ぐ奉仕の輪」
～行動しようRotarianとして～

ロータリーは、世界中の事業および専門職務従事者からなる
国際的組織で、人道的奉仕活動を行い、あらゆる職業におけ
る高い道徳的水準を奨励し、世界中で親善や平和を築くため
に助力している。

会員の輪
　６月25日13時36分に北見市の気温が日本一高くなったなど猛暑日が続いています。北見地区消防組合によると、６月に熱
中症の疑いで緊急搬送された人数が25人と過去最多となりました。そんな北見の猛暑に負けない「夏バテ解消」料理を紹介し
ます。
　①野菜たっぷり豚しゃぶサラダ　　②ネギと生姜たっぷりの豚肉炒め　　③ほうれん草とひき肉の麺つゆうどん
まだまだありますが詳しいレシピを知りたい方は横戸まで申し付け下さい!
北見の暑い夏を乗り切りましょう!　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（横戸　了一）

【次回７月23日】

■性暴力を取り巻く現状
　まず、日本における性暴力の実態を確認しましょう。令和５年版『犯罪白書』によると、日本の性暴力発生
件数は人口10万人あたり平均5.1件。これは英国を除けば主要国の中で最も低く、他国の約1/10の水準です。
しかし、これだけを見て日本が安全だとは言い切れません。内閣府男女共同参画局の調査では、女性の約14
人に１人が無理やり性交された経験があり、加害者の多くは交際相手や職場関係者など、被害者の身近な人物
でした。また、６～７割が誰にも相談していないという実態もあります。声を上げにくい社会的な抑圧が、統
計上の件数を低く見せている可能性があるのです。
■ロータリーとハラスメント対策

　国際ロータリーも、ハラスメントに対して厳格な方針を打ち出しています。ロータリーにおける主要なルー
ルブックは以下の３つです。
　　・ロータリー章典　　　・ロータリー青少年保護の手引き　　　・地区危機管理方針
　今回はこのうち、「ロータリー章典」と「青少年保護の手引き」に焦点を当てて説明します。2023年10月版の
ロータリー章典では、「ハラスメント」という言葉が69回登場しており、2020年以降に急増しています。こ
れは、世界的な#MeToo運動の広がりや、日本国内における関連法の強化（2020年施行）と時期を同じくして
います。章典には、ハラスメントに関する規定が複数の条文に渡って明記されており、たとえば以下のような
項目があります。
　・青少年と接する際の行動規範：身体的・性的・心理的な虐待を防ぐため、ロータリアンは最善を尽くすこ
とが求められています。
　・ゼロトレランス方針（ハラスメントの容認ゼロ）
　・ロータリアンの行動規範：多様性・公平性・包括性（ＤＥＩ）の推進、安全と礼儀を重んじる環境の維持など。
　・申し立てへの対応体制：クラブ、地区、ＲＩ（国際ロータリー）による階層的な対応フローが定められています。
特に青少年に関するハラスメント申し立ては、72時間以内にＲＩへ報告する義務があります。
■ハラスメントの定義と具体例

　ロータリーにおける「ハラスメント」とは、個人やグループに対する、言葉や行動による中傷・侮辱・脅迫などを指します。対象
となる属性には、年齢、人種、性別、性的指向、文化、宗教、能力、社会的地位などが含まれます。具体的なハラスメント行為の例
として、以下が挙げられています。
　・侮辱的な発言・噂・ゴシップ
　・同意のない身体的接触（抱擁・背中を叩く・膝の上に座らせるなど）
　・容姿・体型・性に関するコメントや質問
　・性的な示唆を含むメッセージ・画像の送信
　・ソーシャルメディアでの不用意なコメント　など
■青少年との接し方における注意点

　「青少年保護の手引き」には、青少年と接する際の行動基準が詳しく記載されています。大切なのは、“適切な距離感”と“明確な同
意”です。
　・身体的接触：たとえ軽いハグでも、必ず同意を得ること。同意はいつでも撤回可能であることを理解しましょう。
　・言葉のやりとり：過剰に親密な表現やプライベートへの干渉は避け、礼儀正しい言葉を心がけましょう。
　・１対１の接触：青少年と２人きりになる場面は、誤解や申し立てのリスクが高まるため、第三者の同席や事前承認が必要です。
　・ＳＮＳ等での連絡：私的なメッセージのやりとりは避け、やむを得ない場合は、他の大人を同時に含めるなど、記録が残る形で
　　行うべきです。
　・プレゼント：誤解を招く可能性があるため、贈る場合は事前に保護者の許可を得るようにしましょう。
■責務と報告体制

　ロータリーでは、すべての会員がハラスメントのない環境づくりに責任を持っています。懸念がある場合は、クラブや地区のリー
ダーに報告し、対応を求めましょう。また、理事やガバナーなどの立場にある人が関係者である場合は、調査への関与を避けなけれ
ばなりません。犯罪性が疑われる場合は、警察に通報することが原則です。調査に協力する義務も明記されています。
■終わりに

　私たちが無意識のうちに取る行動が、相手にとっては不快であり、場合によっては重大なハラスメントとなりうることを、常に意
識しなければなりません。ロータリーはその国際的ネットワークの中で、すべての人にとって安全で尊重される環境を目指していま
す。どうか本資料を参考に、安心できるクラブづくりにお役立てください。ご清聴ありがとうございました。

舟山出席委員長
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新人卓話 「思い込みが一番こわい～リスク管理の観点から～」


